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SETOUCHI 

 

ここからが勝負・・・練習の成果が表れる１００秒の争い 

  

 

人 口 の う ご き 

平成２２年８月１日 

総人口   １０，１５８（±  ０） 

  男       ４，８６７（＋  １） 

女       ５，２９１（－  １） 

世帯数    ５，５３０（＋  ５） 

今 月 の 主 な 記 事 

○みなと祭り･……………………Ｐ２ 

○ぎかいだより･…………………Ｐ３ 

○お知らせ ……………………Ｐ１３ 

○カレンダー …………………Ｐ１５ 

○戸籍の窓 ……………………Ｐ１６

カッコ内は前月との比較     ○まちの話題 …………………Ｐ１７ 

 



 

  ９月２２日（水） 油井豊年踊り         広報せとうち(２) 

八月踊り 
13団体 

800人 

市中パレード 
踊り 19団体 

みこし５団体 

850人 

舟こぎ競争 
173 チーム 

1，200人 

【子供会対抗】 小学生の部 タイム １：５６：０９ 中学生の部 タイム １：３2：１4 

①古小６年タイガー＆ラビットＡ②古小６年タイガー＆ラビットＤ③古小６年タイガー＆ラビットＣ④古小６年タイガー＆ラビットＢ⑤大湊子ども会Ａ 

①清水子ども会 ②瀬久井東子供会Ａ ③久慈子供会 ④松江地区子供会中学生男子 ⑤大湊子ども会Ｂ 

【集落対抗】   タイム １：２０：０３ 

①知之浦青壮年団 ②節子集落Ａ ③久慈集落 ④生間集落 ⑤清水集落Ｂ 

【同窓対抗】   タイム １：２４：１１ 

①昭和３２年生 ②昭和３５年生Ａ ③５６年生 ④４９年生ベビーブームＡ ⑤チキンズ４４Ａ 

【女子対抗】   タイム １：３１：４３ 

①須子茂レディ－ス  ②kakeroma mocca ③かけろまダック  ④奄美病院なの。  ⑤49 年生ベビーブームＡ 

【オープン対抗】 タイム １：２０：９５ 

①油井青壮年団 ②奄美養魚 本店 ③小湊船勝負隊 ④サッカー連盟 ⑤がんばろう畜産農家 

    【最速タイム】  〔男子〕節子集落Ａ １：18：２0  〔女子〕 須子茂レディース １：３1：43 

 

◆ 舟 こ ぎ 競 争 成 績 ◆ 

                         

８
月
７
日
～
８
日
、
第
３０

回
瀬
戸
内
町
み
な
と
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
７
日
に
は

市
中
パ
レ
ー
ド
と
八
月
踊
り

が
、
８
日
に
は
海
上
パ
レ
ー

ド
に
続
い
て
、舟
こ
ぎ
競
争
、

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
時
折
雨
の
降
る

あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
町
民
が
参

加
し
、
町
に
は
活
気
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

７
日
の
市
中
パ
レ
ー
ド
は

各
団
体
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
、

御
輿
や
奇
抜
な
衣
装
等
で
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
、
８
日
は
、

子
ど
も
会
、
集
落
、
同
窓
対

抗
の
舟
こ
ぎ
競
争
が
行
わ
れ

会
場
で
は
、
大
き
な
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

       
 

        



 

広報せとうち（３）      ９月２２日（水） 油井豊年踊り 
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★こんなことを決めました・・・・・・・・・・・・ ４ページ 

★一般質問（６名が登壇）・・・・・・・・・ ５～９ページ 

★委員会活動・・・・・・・・・・・・・・・・ １０～１１ページ 

★奄美群島議員大会・申し入れ書・・・・ １２ページ 

★編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２ページ 

奄美群島議員大会で提案理由の説明を行う 

向野 忍総務経済常任委員長 

（12ページに関連記事掲載） 

議会改革について研修を行う議会運営委員 

（県町村議会議長会にて） 

６月定例会では口蹄疫問題支援策が議論さ

れました（4～9ページに関連記事掲載） 

 

経済活性化のため申し入れ書を緊急提出 

（12ページに申し入れ書掲載） 



 

  ９月２２日（水） 油井豊年踊り         広報せとうち(４) 

                          

    

請
島
に
ゴ
ミ
処
理
施
設 

（
小
型
焼
却
炉
）
を
建
設 

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
費
（
加
計
呂
麻
島
、

請
島
、
与
路
島
の
３
島
が
対
象
）

と
し
て
、
２
億
１
４
９
万
４
千

円
。 特

定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
の
主
な
内
容
は
、
請

島
に
ゴ
ミ
処
理
施
設
（
小
型
焼

却
炉
）
９
９
０
万
円
、
農
道
整

備
（
請
阿
室
、
与
路
）
１
７
６

０
万
円
、
農
業
施
設
整
備
（
請

島
に
平
張
施
設
、
諸
鈍
に
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
）
１
８
８
５
万
円
、

畜
産
施
設
整
備
（
加
計
呂
麻
島

に
堆
肥
舎
及
び
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ

ル
、
与
路
島
に
牛
舎
）
３
０
５

５
万
円
、
漁
港
整
備
（
秋
徳
）

９
０
０
万
円
、
港
湾
整
備
（
与

路
、
池
地
、
三
浦
）
４
３
０
０

万
円
、
集
落
内
整
備
１
３
３
０

万
円
、
定
住
促
進
住
宅
（
於
斉
）

１
８
４
７
万
円
、
特
産
品
研
究

開
発
３
８
３
万
円
、
伝
統
芸
能

振
興
対
策
１
８
１
万
円
な
ど
で

す
。 

 

ま
た
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

で
人
夫
賃
金
２
０
７
１
万
円
、

山
の
ガ
イ
ド
養
成
委
託
２
９
９

万
円
な
ど
３
２
１
３
万
円
。 

里
山
林
機
能
回
復
事
業
（
枯

れ
松
支
障
木
除
去
町
内
一
円
）

２
０
０
０
万
円
。 

電
算
化
に
伴
う
除
籍
・
改
製

原
戸
籍
再
生
委
託
料
１
５
５
１

万
円
な
ど
。 

 

総
額
２
億
６
０
４
８
万
９
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

     

２０
ｍ
級
屈
折
は
し
ご
付
消
防

自
動
車
を
購
入
す
る
も
の
で
㈱

鹿
児
島
消
防
防
災
と
９
９
４
３

万
５
千
円
で
契
約
し
ま
し
た
。 

     
 畜

産
農
家
に
雌
牛
導
入
資

金
の
無
利
子
貸
付 

～
口
蹄
疫
支
援
策
～ 

口
蹄
疫
の
影
響
に
よ
り
肉
用

牛
農
家
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
、

優
良
雌
牛
の
導
入
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

資
金
助
成
策
と
し
て
、
優
良
雌

牛
の
導
入
農
家
へ
一
頭
当
り
５

万
円
程
の
無
利
子
貸
付
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

    

平
成
１５
年
に
「
フ
ェ
リ
ー
か

け
ろ
ま
」
に
て
発
生
し
た
人
身

事
故
（
負
傷
）
に
対
し
て
、
町

と
被
害
者
と
の
間
で
和
解
（
和

解
金
９
万
２
６
４
６
円
）
が
成

立
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

 

第 2 回（6月）定例会は、6 月 11～16日までの 6 日間の日程で開かれ、専決処分議

案 8 件、補正予算議案 3 件、契約議案 1 件、条例議案 3 件、その他議案 2 件の計 17

件の議案を審議し可決しました。（主な議案の要旨は次のとおりです。） 

                                                           

 

 

 

 

 ６月定例会では、総務経済常任委員会、文教厚生常任委員会の両委員長報告がな

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
１
号) 

特
別
肉
用
牛
導
入
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処

分
に
関
す
る
条
例 

２０

ｍ
級
屈
折
は
し
ご

付
消
防
自
動
車
購
入
契

約 

損
害
賠
償
の
和
解 

   

第
３
回
臨
時
会
が
、
６
月
２９

日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
議

案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
２
号)  

    

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
、
５

月
の
セ
リ
が
中
止
と
な
り
影
響

を
受
け
た
畜
産
農
家
に
対
し
て

子
牛
一
頭
当
り
１
万
円
の
見
舞

金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。 

（
６６
頭
が
対
象
） 

ま
た
、
ハ
ブ
買
上
数
の
増
加

に
伴
い
８
０
０
万
円
の
追
加
。 

篠
川
集
落
内
に
お
け
る
裁
判

諸
費
用
９
９
万
９
千
円
、
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
大
会
時
の
出
演
謝
金

５
０
万
円
の
追
加
な
ど
で
す
。 

総
額
２
１
２
１
万
６
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。 



 

広報せとうち（５）        ９月２２日（水） 油井豊年踊り 

 

 

 

 

第２回定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、議論を交わしました。一部を 

要約して、紹介いたします。 

  なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

                          

 

 

 

議
員 

自
衛
隊
誘
致
に
つ
い

て 

 
陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
瀬
戸
内
町
議
会
１０
名
が

１
人
残
ら
ず
賛
成
の
立
場
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
町
商
工
会
も
誘

致
に
向
け
て
運
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
町
全
体
と
し
て
の

誘
致
の
姿
勢
が
い
ま
ひ
と
つ
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま
せ

ん
。
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
、

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

陸
上
自
衛
隊
誘
致
に
つ

き
ま
し
て
は
、
定
住
人
口
の
増

加
、
地
元
消
費
の
拡
大
等
の
経

済
効
果
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
地

域
防
災
の
強
化
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
機
会
あ
る
毎
に
要
望
活
動

を
続
け
て
お
り
、
昨
年
度
の
新

政
権
発
足
直
後
に
総
理
、
総
務
、

財
務
、
防
衛
各
大
臣
及
び
衆
参

両
議
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
関
係
各

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

粘
り
強
く
誘
致
活
動
を
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

仮
に
誘
致
す
る
と
し
て
、

ど
の
程
度
の
規
模
・
人
員
数
で
、

場
所
は
ど
の
あ
た
り
を
考
え
て

い
る
の
か
。 

 

町
長 

設
置
に
つ
い
て
は
、
最

終
的
に
は
防
衛
省
の
意
向
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
規
模
・
人
員

数
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
設

置
の
具
現
化
の
兆
し
が
見
え
て

き
た
段
階
に
お
い
て
調
整
を
図

っ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 
議
員 

産
婦
人
科
・
助
産
院

の
必
要
性
に
つ
い
て 

 

人
口
減
少
が
続
く
本
町
に
と

っ
て
出
生
率
向
上
を
図
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

２０
数
年
前
に
は
古
仁
屋
市
街
地

だ
け
で
も
４
～
５
軒
の
産
医
院
、

助
産
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
１
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

生
命
の
誕
生
を
迎
え
る
場
所
が

生
活
の
拠
点
で
あ
る
地
元
に
な

く
、
精
神
的
、
肉
体
的
、
経
済
的

な
苦
痛
の
な
か
名
瀬
の
方
ま
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦

労
を
強
い
ら
れ
て
も
う
何
年
に

な
り
ま
し
ょ
う
か
。 

 

ひ
と
口
に
「
医
療
事
情
」
と
諦

め
る
の
で
は
な
く
、
何
と
か
解
決

策
を
見
出
せ
な
い
も
の
か
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
産

婦
人
科
・
助
産
院
の
必
要
性
は
、

妊
婦
さ
ん
の
諸
々
の
負
担
軽
減
、

出
生
率
の
改
善
等
か
ら
も
切
に

感
じ
て
い
ま
す
が
、
産
科
医
師
、

助
産
師
確
保
や
新
た
に
設
備
投

資
を
し
て
経
営
的
に
成
り
立
つ

か
な
ど
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
町
立
へ
き
地
診
療
所
の
設

置
者
と
し
て
は
、
累
増
す
る
赤

字
を
解
消
す
べ
く
医
師
、
職
員

の
減
等
に
よ
り
健
全
経
営
に
努

め
て
い
る
な
か
、
産
科
医
・
助

産
師
の
確
保
は
困
難
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
少
な
く
て

も
民
間
に
お
い
て
、
健
診
体
制

は
で
き
な
い
か
医
療
機
関
へ
諮

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

口
蹄
疫
対
策
に
つ

い
て 

 

一
、
宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
発

生
に
よ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
５

月
の
子
牛
せ
り
が
中
止
さ
れ
、
７

月
せ
り
も
目
途
が
立
っ
て
お
ら

向野 忍議員 

安 和弘議員 



 

  ９月２２日（水） 油井豊年踊り         広報せとうち(６)  

ず
畜
産
農
家
が
不
安
な
状
態
に

あ
る
。
せ
り
中
止
に
よ
る
損
失
は

い
か
ほ
ど
か
。
ま
た
、
そ
の
支
援

策
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

損
失
額
は
、
約
２
，
３

４
３
万
円
と
思
わ
れ
ま
す
。
５

月
出
荷
予
定
の
子
牛
を
対
象
に
、

飼
料
を
２
袋
助
成
と
優
良
雌
牛

導
入
に
対
し
て
町
単
独
の
１
，

０
０
０
万
の
特
別
家
畜
導
入
基

金
を
造
成
す
る
計
画
を
し
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
口
蹄
疫
対
策
本
部

を
設
置
し
、
今
後
の
対
策
等
に
つ

い
て
協
議
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

中
央
家
畜
保
健
所
大
島

支
所
に
現
地
防
疫
対
策
本
部
が

あ
り
、
ま
た
大
島
地
域
口
蹄
疫

連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
関
係
機
関
と
連
絡
を

密
に
取
り
な
が
ら
対
応
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

口
蹄
疫
対
策
と
し
て
全
車
両
の

消
毒
作
業
を
実
施
す
る
職
員 

（
名
瀬
新
港
に
て
） 

 

 

議
員 

三
、
今
回
の
事
態
を
機

会
に
、
本
町
畜
産
業
の
実
態
を
見

直
し
、
今
後
の
畜
産
振
興
に
向
け

て
「
肉
用
牛
生
産
計
画
書
」
等
を

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計

画
、
鹿
児
島
県
酪
農
・
肉
用
牛

生
産
近
代
化
振
興
計
画
書
に
よ

り
策
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
計
画
書
を
基
に
畜
産
の
安
定

的
な
経
営
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。 

 

議
員 

農
業
・
水
産
業
振
興

に
つ
い
て 

一
、
本
年
度
施
政
方
針
で
、
集

落
単
位
の
地
場
農
産
物
の
生
産

奨
励
、
地
産
地
消
の
推
進
に
努
め

る
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

直
売
所
設
置
地
区
及
び

町
内
出
荷
を
目
的
と
す
る
営
農

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
た
園
芸

講
習
会
の
実
施
、
直
売
所
運
営
、

販
路
開
拓
等
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
朝
市
の
支
援
、
学
校
給
食
等

地
域
食
材
利
用
促
進
に
つ
い
て

検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
「
資
源
管
理
型
漁

業
」
へ
の
転
換
、
漁
業
資
源
の
有

効
活
用
を
図
り
、
生
産
性
の
高
い

安
定
し
た
水
産
業
の
振
興
策
を

図
る
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

町
長 

放
流
事
業
の
実
施
、
漁

業
資
源
の
有
効
利
用
と
し
て
加

工
品
の
開
発
、
魚
食
普
及
活
動

の
推
進
、
養
殖
事
業
を
中
心
と

し
た
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
安

定
し
た
水
産
業
の
振
興
策
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

議
員 

三
、
振
興
策
が
現
実
の

も
の
に
な
る
に
は
、
生
産
か
ら
販

売
ま
で
を
手
掛
け
る
専
門
の
人

材
育
成
が
必
要
不
可
欠
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

本
町
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
東
京
農
業
大

学
と
地
元
関
連
事
業
所
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
特
産
品
研
究
開

発
を
行
い
、
地
元
で
試
作
品
の

完
成
と
生
産
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
生
産
販

売
へ
向
け
て
の
市
場
調
査
及
び

販
路
開
拓
等
を
行
う
予
定
で
あ

り
ま
す
。 

 

 

 

 

議
員 

か
け
ろ
ま
に
つ
い

て 

加
計
呂
麻
の
伐
採
に
関
し
、
町

有
林
は
す
で
に
売
却
さ
れ
て
い

る
等
々
、
誤
っ
た
情
報
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

町
民
に
正
し
い
情
報
を
説
明

し
誤
解
を
説
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
お
考
え
を
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。 

 

町
長 

加
計
呂
麻
の
山
林
の
伐

採
の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
私
有

林
の
売
買
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
町
有
林
に
つ
い
て
は

売
却
等
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

  

渡島芳臣議員 



 

広報せとうち（７）        ９月２２日（水） 油井豊年踊り 

議
員 

農
家
育
成
に
つ
い

て 

本
町
の
各
種
作
物
の
専
門
指

導
員
は
配
置
さ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
、
所
得
向
上
に
向
け
た
定
期
的

な
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。 

 

町
長 

農
家
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
農
業
振
興
会
の
部
会

活
動
を
中
心
に
農
業
の
基
礎
知

識
、
栽
培
技
術
及
び
経
営
管
理

等
の
研
修
を
野
菜
、
花
き
、
畜

産
、
養
豚
、
さ
と
う
き
び
の
各

分
野
で
専
門
指
導
員
を
配
置
し
、

農
協
、
県
農
政
普
及
課
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま

す
。 

 

議
員 

宮
崎
県
で
発
生
し
て
い

る
家
畜
の
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
病

口
蹄
疫
対
策
の
現
状
と
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。 

 

町
長 

中
央
家
畜
保
健
所
大
島

支
所
に
現
地
防
疫
対
策
本
部
が

あ
り
、
５
月
に
は
大
島
地
域
口

蹄
疫
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
関
係
機
関
と
連

絡
を
密
に
取
り
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
お
り
、
本
町
で
も
口

蹄
疫
緊
急
対
策
会
議
や
消
毒
薬

の
配
布
、
消
毒
マ
ッ
ト
の
設
置

等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

議
員 
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ

ま
存
続
に
つ
い
て 

島
民
に
と
り
ま
し
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
定
期
船
で
あ
り
ま

す
。
耐
用
年
数
を
含
め
、
今
後
の

対
応
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

 町
長 

「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」

の
耐
用
年
数
は
１４
年
と
な
っ
て

お
り
、
す
で
に
耐
用
年
数
が
２

年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
。 

当
面
は
、
現
状
船
舶
を
整
備

し
な
が
ら
運
行
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
よ
り

立
ち
上
げ
ま
す
瀬
戸
内
町
船
舶

交
通
事
業
運
営
委
員
会
（
仮
称
）

に
お
い
て
検
討
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

 

議
員 

待
合
所
か
ら
船
舶
ま
で

雨
に
濡
れ
な
い
屋
根
付
き
歩
道

の
計
画
は
な
い
の
か
、
お
尋
ね
し

ま
す
。 

 

町
長 

屋
根
付
き
歩
道
設
置
に

よ
り
、
真
夏
の
炎
天
下
、
強
い

風
雨
時
に
乗
降
者
の
安
全
性
や

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
の

で
、
大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所

へ
要
望
し
て
参
り
ま
す
。 

 

 

 

今
後
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る 

フ
ェ
リ
ー
ー
か
け
ろ
ま 

 

 

 

 

議
員 

瀬
戸
内
町
新
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

一
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担

当
職
員
の
配
置
の
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

企
画
課
長 

３
年
間
に
つ
い
て

は
モ
デ
ル
地
区
を
中
心
に
し
、

そ
れ
か
ら
順
次
広
げ
て
い
く
と

い
う
形
を
と
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

各
団
体
で
運
営
が
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

議
員 

三
、
組
織
・
機
構
再
編 

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

事
務
改
善
審
議
会
で
十

分
協
議
し
、
年
次
的
に
課
局
の

統
廃
合
を
視
野
に
い
れ
た
作
業

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

議
員 

加
計
呂
麻
島
チ
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

新
た
な
動
き
が
展
開
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
今
後
考
え
ら

れ
る
事
態
に
つ
い
て
、
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

伐
採
申
請
が
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、
環
境
省
や
県
の
指

導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
自
然

保
護
審
議
会
や
文
化
財
保
護
審

議
会
等
を
開
催
し
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
環

境
保
全
対
策
等
に
つ
い
て
事
業

所
等
に
要
請
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

鎌田愛人議員 



 

  ９月２２日（水） 油井豊年踊り         広報せとうち(８)  

議
員 

公
開
質
問
状
は
６
月
３０

日
に
回
答
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

公
開
質
問
状
は
回
答
し

ま
す
。 

 

議
員 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
に
つ
い
て 

 

古
仁
屋
高
校
へ
の
町
独
自
の

支
援
策
と
し
て
、
吹
奏
楽
部
の
楽

器
購
入
助
成
と
特
別
な
活
動
と

な
っ
て
い
る
相
撲
に
対
す
る
助

成
は
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

 

 

町
長 

古
仁
屋
高
校
の
存
続
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
学
校
か
ら
上
が
っ
て
き

た
ら
検
討
し
、
話
し
合
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

※
そ
の
他
の
質
問 

●
自
衛
隊
関
連
に
つ
い
て
（
海

上
自
衛
隊
の
拡
充
、
上
陸
輸
送

艇
の
代
替
船
の
配
備
、
国
分
陸

上
自
衛
隊
参
加
の
大
規
模
防
災

訓
練
の
実
施
） 

●
教
育
関
連
施
設
に
つ
い
て

（
中
央
公
民
館
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
、
古
仁
屋
小
学
校
体
育

館
、
阿
木
名
小
中
学
校
体
育
館

の
建
て
替
え
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
の
整
備
促
進
） 

 

 

 

議
員 

産
業
の
振
興
と
雇

用
対
策
に
つ
い
て 

 

建
設
業
者
の
副
業
経
営
へ
の

促
進
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
町
が
主
体
と
な

り
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。 

 

町
長 

宇
検
村
、
大
島
支
庁
瀬

戸
内
事
務
所
、
建
設
業
協
会
等

と
連
携
し
、
町
が
主
体
と
な
り

異
業
種
参
入
の
研
究
会
（
仮
称
）

を
７
月
に
は
立
ち
上
げ
る
べ
く

準
備
を
進
め
て
お
り
、
６
月
１０

日
に
は
、
関
係
者
を
集
め
て
事

前
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

 

議
員 

他
町
村
同
様
口
蹄
疫
に

対
す
る
畜
産
農
家
へ
の
支
援
対

策
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の

お
考
え
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 

 

町
長 

５
月
出
荷
予
定
の
子
牛

を
対
象
に
、
飼
料
を
２
袋
助
成

と
口
蹄
疫
の
影
響
に
よ
り
経
営

が
圧
迫
さ
れ
、
優
良
雌
牛
の
導

入
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
独
自
の

特
別
家
畜
導
入
基
金
（
１
０
０

０
万
円
）
を
造
成
す
る
計
画
で

す
。
見
舞
金
に
つ
い
て
も
前
向

き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。 

 

 

議
員 

町
政
全
般
に
つ
い

て 

 

町
長
の
任
期
は
、
残
り
１
年

で
あ
り
任
期
４
年
を
締
め
く
く

る
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
施
策
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
人
口
増
対
策
の
為
の

定
住
促
進
条
例
の
制
定
と
雇
用

経
済
対
策
と
し
て
の
下
支
え
の

為
、
公
共
事
業
費
の
増
額
を
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 

町
長 

本
町
の
財
政
は
、
こ
こ

数
年
で
２５
億
円
の
借
金
を
返
済

す
る
な
ど
地
方
債
残
高
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
公
債
費
の
構

成
比
率
は
依
然
高
く
、
財
政
の

硬
直
化
が
進
み
、
景
気
後
退
に

よ
る
町
税
等
の
自
主
財
源
が
減

少
す
る
な
ど
極
め
て
深
刻
な
財

政
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

『
瀬
戸
内
町
新
集
中
改
革
プ
ラ

ン
』
に
基
づ
き
組
織
の
ス
リ
ム

化
や
人
件
費
・
公
債
費
等
の
義

務
的
経
費
、
投
資
的
経
費
の
縮

減
を
図
り
な
が
ら
職
員
の
意
識

改
革
を
促
す
と
と
も
に
、
国
保

会
計
等
各
特
別
会
計
の
健
全
化

に
努
め
る
こ
と
が
将
来
を
見
据

え
た
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
取
り
組
む
主
な
も
の

と
し
て
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
マ

ベ
真
珠
等
の
未
利
用
資
源
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
産
官
学
共 

岡田弘通議員 

町独自の支援助成策が望まれる

古仁屋高校 

口蹄疫問題で早急な支援策

が望まれる畜産農家 



 

広報せとうち（９）       ９月２２日（水） 油井豊年踊り 

同
で
研
究
・
開
発
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
移
住
体
験
ツ
ア
ー
等

を
活
用
し
て
移
住
交
流
・
空
き

家
情
報
等
の
支
援
対
策
を
引
き

続
き
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

地
方
分
権
・
地
域
主

権
・
補
助
金
制
度
か
ら
交
付
金
制

度
へ
移
行
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
地
方
の
政
策
力
が
最
も
必
要

と
な
る
が
、
適
切
な
る
町
政
運
営

を
図
る
為
の
町
長
の
考
え
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

町
長 

今
後
は
、
長
期
振
興
計

画
・
過
疎
計
画
等
や
時
代
の
変

革
に
あ
わ
せ
た
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
も
企
画
課
が
主
体
と

な
り
事
業
計
画
を
策
定
し
政
策

力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
勉
強
会
等

を
開
催
し
、
日
々
研
鑽
を
重
ね

な
が
ら
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

 

 

議
員 

新
聞
を
読
ん
で 

 
一
．
２
０
１
１
年
３
月
に
九
州

新
幹
線
が
全
線
開
業
に
な
り
ま

す
が
、
本
町
の
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

九
州
新
幹
線
全
線
開
業

に
よ
る
、
本
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
福
岡

で
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
新

聞
、
雑
誌
等
マ
ス
コ
ミ
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
及
び
教
育
旅
行
等
の
誘

致
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ

ー
等
の
発
送
に
よ
る
集
客
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 
 

 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

議
員 

二
．
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
も
３
年
目
に
入
っ
た
が
、
当
初

の
話
題
性
が
薄
れ
認
知
度
も
ア

ッ
プ
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、
今

後
の
周
知
方
法
と
課
題
を
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

本
町
に
お
い
て
は
、「
瀬

戸
内
町
ふ
る
さ
応
援
基
金
条

例
」
を
制
定
し
平
成
２１
年
度
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や

各
郷
友
会
等
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
本
町

へ
の
直
接
寄
付
を
募
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
周
知
方
法
と
し
ま

し
て
は
、
町
の
観
光
大
使
へ
も

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

の
Ｐ
Ｒ
を
依
頼
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
課
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
税
控
除
さ
れ
る
額
が

個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
１
割

程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
寄

付
者
本
人
が
税
務
署
で
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

議
員 

三
．
家
畜
の
伝
染
病
、

口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て
、
本
町
の

防
疫
体
制
や
支
援
策
を
う
か
が

い
ま
す
。 

 

町
長 

５
月
出
荷
予
定
の
子
牛

を
対
象
に
飼
料
２
袋
の
助
成
と

口
蹄
疫
の
影
響
に
よ
り
経
営
が

圧
迫
さ
れ
、
優
良
雌
牛
の
導
入

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
町
単
独
の
１

０
０
０
万
円
の
特
別
家
畜
導
入

基
金
を
造
成
す
る
計
画
で
す
。 

 
 

５
月
に
大
島
地
域
口
蹄
疫
連

絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
本
町
で
も
口

蹄
疫
緊
急
対
策
会
議
や
消
毒
薬

の
配
布
、
消
毒
マ
ッ
ト
の
設
置

等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

教
育
行
政
に
つ
い

て 

 

空
き
教
員
住
宅
の
一
般
開
放

に
つ
い
て
検
討
状
況
を
伺
い
ま

す
。 

 

教
育
長 

空
き
教
員
住
宅
の
目

的
外
使
用
に
つ
い
て
は
、
幾
度

と
な
く
論
議
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
結
論
が
出
て
い
な
い
の

が
実
状
で
す
。
少
子
化
等
に
よ

り
児
童
生
徒
が
少
な
く
な
れ

ば
学
校
の
休
・
廃
校
も
増
え
、

空
き
教
員
住
宅
は
増
え
続
け
ま

す
の
で
、
今
後
も
公
共
施
設
の

有
効
利
用
及
び
地
域
活
性
化
と

い
う
観
点
か
ら
転
用
及
び
民
間

へ
の
貸
与
も
含
め
、
再
利
用
に

つ
い
て
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。  

 

有
効
活
用
で
地
域
活
性
化
に 

つ
な
げ
た
い
空
き
教
員
住
宅 

中村義隆議員 



 

  ９月２２日（水） 油井豊年踊り         広報せとうち(１０)  

                          

        

平
成
２１
年
６
月
に
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
以
来
、
本
町
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る 

「
古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活

性
化
」
、
「
行
財
政
改
革
」
、
「
陸

上
自
衛
隊
の
誘
致
の
可
能
性
」
、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
対

策
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
４
回
の
報
告
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
最

後
の
調
査
事
項
で
あ
る
「
議
会

改
革
に
つ
い
て
」
調
査
を
行
い
ま

し
た
。 

 

ま
ず
始
め
に
、
県
内
で
最
初

に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た

薩
摩
川
内
市
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

薩
摩
川
内
市
は
、
平
成
１６
年

１０
月
１２
日
に
川
内
市
、
樋
脇
町
、

入
来
町
、
東
郷
町
、
祁
答
院
町
、

里
村
、
上
甑
村
、
下
甑
村
、
鹿

島
村
の
１
市
４
町
４
村
が
合
併

し
発
足
し
ま
し
た
。 

議
会
基
本
条
例
は
、
二
元
代

表
制
の
下
で
の
市
議
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
、
多
く
の
重
要
課

題
を
抱
え
た
中
で
の
市
議
会
と

し
て
の
姿
勢
、
今
後
の
方
向
性

等
を
議
論
す
る
中
で
、
議
会
改

革
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
合

併
後
５
年
目
の
平
成
２０
年
９
月

２６
日
に
制
定
、
同
年
１０
月
１２
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

基
本
条
例
は
１２
章
で
構
成
さ

れ
、
条
例
の
特
徴
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

１
．
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
、

親
し
ま
れ
る
、
開
か
れ
た
議

会
の
実
現
（
第
１
条
） 

２
．
市
民
に
分
り
や
す
い
言
葉

を
用
い
た
説
明
、
市
民
の
傍

聴
意
識
を
高
め
る
議
会
運
営

（
第
２
条
） 

３
．
会
派
の
定
義
（
第
４
条
） 

４
．
請
願
及
び
陳
情
を
政
策
提

案
と
位
置
付
け
る
こ
と
及
び

提
案
者
か
ら
の
意
見
聴
取

（
第
１１
条
） 

５
．
市
民
と
の
意
見
交
換
に
よ

る
政
策
提
案
機
能
の
強
化
・

拡
大
（
第
１１
条
） 

６
．
施
策
時
の
形
成
過
程
等
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
市
長

等
へ
の
７
項
目
の
説
明
要
求

（
第
１３
条
） 

７
．
政
務
調
査
費
に
係
る
市
民

に
対
す
る
説
明
責
任
（
第
１６

条
） 

８
．
市
議
会
の
広
聴
広
報
活
動

の
充
実
（
第
１９
条
） 

９
．
議
員
定
数
改
正
に
当
っ
て

の
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取

（
第
２０
条
） 

１０
．
議
員
報
酬
改
定
に
際
し
て

の
市
議
会
と
し
て
の
意
見
反

映
（
第
２１
条
） 

１１
．
最
高
規
範
性
（
第
２２
条
） 

１２
．
見
直
し
手
続
き
（
条
例
改

正
）（
第
２３
条
） 

 

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
活
発

な
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
が
、
薩
摩
川
内
市
の
調

査
報
告
で
あ
り
ま
す
。 

 

 

次
に
、
い
ち
き
串
木
野
市
を

調
査
し
ま
し
た
。 

 

い
ち
き
串
木
野
市
は
、
平
成

１７
年
１０
月
１１
日
に
串
木
野
市

と
市
来
町
の
１
市
１
町
が
合
併

し
発
足
し
ま
し
た
。 

 
 

 

い
ち
き
串
木
野
市
で
は
、
議

会
基
本
条
例
は
制
定
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
制
定
に
向
け
て

次
の
と
お
り
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

 

 

 

 

  第２回（６月）定例会では、活力あるまちづくり調査特別委員会（岡田弘通委員長）に 

付託されていた案件に対しての委員長報告がなされました。 

（要旨は次のとおりです。） 

『
議
会
改
革
に
つ
い
て
』 

調
査
報
告 

薩摩川内市を調査する特別委員 



 

広報せとうち（１１）        ９月２２日（水） 油井豊年踊り 

ま
し
た
。 

１
．
議
会
報
告
会
の
運
営
方
法
、

課
題
、
効
果
等
に
つ
い
て 

２
．
先
進
地
行
政
視
察
の
報
告

会
の
運
営
方
法
、
成
果
と
課

題
に
つ
い
て 

３
．
議
員
研
修
会
の
設
置
目
的
、

運
営
方
法
、
成
果
と
課
題
に

つ
い
て 

４
．
議
員
の
資
質
向
上
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

５
．
議
会
広
報
の
充
実
に
つ
い

て 

 

以
上
の
活
動
に
よ
り
、
次
の

よ
う
な
成
果
等
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

◎
議
会
報
告
会 

こ
の
報
告
会
は
、
市
民
か
ら

の
批
判
や
意
見
・
提
言
等
を
聴

取
し
、
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
議
員
は
、 

①
準
備
、
運
営
（
説
明
・
回

答
等
）
ま
で
行
う
こ
と
で
意
識

の
変
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

②
市
民
か
ら
の
意
見
要
望
を

受
け
た
一
般
質
問
が
多
く
行
わ

れ
た
。 

 

③
広
く
各
地
域
の
現
状
や
課

題
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
だ
。 

◎
先
進
地
行
政
視
察
調
査
報
告

会 

 

視
察
調
査
報
告
会
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
議
員
全
員
で
情
報

を
共
有
で
き
、
一
般
質
問
が
多

く
行
わ
れ
た
。 

◎
議
員
研
究
会 

 

財
政
問
題
研
究
会
を
設
置
し
、

財
政
状
況
や
財
政
制
度
の
研
修

を
毎
月
１
回
行
い
、
市
民
に
分

り
や
す
い
情
報
の
提
供
や
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
、
資
質
向

上
に
努
め
て
い
る
。 

 

い
ち
き
串
木
野
市
を
調
査 

す
る
特
別
委
員 

◎
議
会
広
報 

 

議
会
へ
の
関
心
と
信
頼
を
高

め
る
と
と
も
に
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
議
会
情
報

の
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
、
議
会
だ
よ
り
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。 

 

以
上
が
、
い
ち
き
串
木
野
市

の
調
査
報
告
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
町
の
議
会
改
革
に
つ
い
て

は
、
先
例
地
調
査
、
町
内
の
各

種
団
体
及
び
町
職
員
か
ら
の
意

見
・
提
言
等
を
踏
ま
え
、
改
革

で
き
る
も
の
は
、
６
月
議
会
か

ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。 

 
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
や
各
地
方
議

会
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

常
に
研
究
検
討
す
べ
き
で
あ
る

と
一
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 

 

議
員
定
数
（
１０
名
）
に
つ
い

て
は
、
住
民
か
ら
様
々
な
意
見

も
あ
る
の
で
、
真
に
住
民
の
福

祉
の
向
上
に
応
え
る
議
会
と
し

て
の
定
数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

研
究
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
一

致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
益
々
変
動
す
る

社
会
情
勢
に
常
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
我
々
地
方
議
会
の

責
務
の
重
要
性
を
全
委
員
が
痛

感
し
、
認
識
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
は
、
本
町
の
活
力
あ
る

町
づ
く
り
の
た
め
、
二
元
代
表

制
で
あ
る
地
方
議
会
が
一
体
と

な
り
、
監
視
機
能
の
強
化
、
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割
、
ま
た
、

政
策
提
言
機
関
と
し
て
の
機
能

を
充
実
し
、「
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
地
方
議
会
」
と
し
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 

 

な
お
、
町
当
局
に
お
い
て
は
、

当
特
別
委
員
会
か
ら
の
こ
れ
ま

で
の
意
見
等
に
つ
い
て
、
速
や

か
に
確
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
請
し
、
報
告
を
終
わ
り

ま
す
。 

                      

～議会を傍聴しませんか～ 

 次回の定例会は９月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 

お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。（72－1072直通） 



 

  ９月２２日（水） 油井豊年踊り         広報せとうち(１２) 

                          

 

          

 

                          

                          

                     

 

 

７
月
１１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
参
議
院

選
挙
で
は
、
各
党
と
も
地
域
主
権
・
地
方

分
権
な
ど
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
、
今

後
ま
す
ま
す
私
た
ち
地
方
議
会
の
重
要

性
・
政
策
立
案
能
力
が
問
わ
れ
て
来
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
年

間
に
及
ん
だ
『
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
調

査
特
別
委
員
会
』
の
最
終
報
告
が
あ
り
、

議
会
改
革
に
つ
い
て
１０
名
の
議
員
で
活

発
な
議
論
を
し
、
県
内
で
も
初
め
て
と
な

る
新
し
い
会
議
規
則
や
申
し
合
わ
せ
事

項
を
決
定
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
頂
き

な
が
ら
、
読
み
や
す
い
議
会
報
を
作
成
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
健
康
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
下
さ
い
。 (

林) 

議
会
報
編
集
委
員
長 

向
野 

 

忍 

 
 

 
 

 

副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

 
 

 
 

 
 

委 

員 

堯 
 

文
俊 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

岡
田 

弘
通 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
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第５３回奄美群島市町村議会議員大会が、５月１９日に大和村で開催されました。 

大会では、大島本島南部三町村（大和村、宇検村、瀬戸内町）共通議題として、｢地籍調査

事業の推進と助成措置の見直しについて｣を提出、本町の向野 忍総務経済常任委員長が提案

理由説明を行い、採択されました。 

大会決議の朗読を行う堯議長（左）、

提案理由説明後、再度説明を行う向

野議員（右） 

 本町議会は、喫緊の課題である経済の活性化及び定住促進を図るべく、下記事項の申し入

れを町当局に行い、速やか且つ確実に実行されるよう強く要請しました。 

記 

１．口蹄疫に対する畜産農家の経営安定を図るため、郡内の他自治体並みの見舞金を支給さ

れるとともに、防疫対策について万全の措置を講じられたい。 

２．地域経済活性化の下支えのため、公共事業費の増額を図られたい。 

３．教員空き住宅の有効活用を早急に図られたい。 

 

 



広報せとうち（１３）  ９月２２日（水） 油井豊年踊り  

☆９月は「船員労働安全衛生月間」です☆ 

☆ 福祉の職場ミニ就職面談会(奄美地域開催)案内 ☆ 

【目 的】 

福祉職場の人事担当者と求職希望者との就職面談会を開催し、福祉職場の

人材確保並びに求職希望者の求職活動の支援を図ることを目的として開催する。  

【主 催】 鹿児島県、鹿児島県社会福祉協議会 

【共 催】 名瀬公共職業安定所、名瀬公共職業安定所徳之島分室 

【後 援】 県社会福祉施設経営者協議会、社会福祉施設種別協議会 

      奄美新聞、南海日日新聞、奄美ＦＭ、奄美ＴＶ 

【期 日】 平成２２年１０月１４日（木） 

【会 場】 奄美市 奄美サンプラザホテル 

（〒 894-0026 奄美市名瀬港町２－１ ℡0997-53-5151） 

【日程及び主な内容】１３：００～１６：００（受付１２：３０～） 

 （福祉職場の人事担当者と求職希望者が、仕事内容、求人時期、条件、募集 

方法等について個別に面談する。また、併せて、同会場内に、求職登録、 

情報提供及び各種相談コーナーを設ける。） 

【参加対象者】 

（1）求職者等 

福祉職場へ就職を希望する一般求職者及び大学、短大、専門学校等の最学 

年在学生並びに福祉施設への就職に関心のある方並びに進路指導担当者 

（2）求人施設 

  求人中又は平成２３年８月までに求人予定のある福祉施設の人事担当者 

 ＜主な対象種目＞ 

  介護職（介護職員、ホームヘルパー等）、相談援助職（生活相談員、生活支援員、 

ソーシャルワーカー、職業・作業・児童指導員、介護支援専門員、福祉活動専門員等）、 

栄養調理職（栄養士、調理員等）、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、 

保育士、事務職員、運転手、その他社会福祉施設に必要な職種 

【その他】 

（1）求職者関係   当日受付（事前予約不要）、参加費無料 

（2）求人施設関係 参加締切（平成２２年９月１７日〈金〉）、参加費無料 

【問合せ先】 

鹿児島県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター（福祉人材無料職業紹介所） 

〒 890-8517 鹿児島市鴨池新町１番７号 県社会福祉センター６階 

（電話）０９９－２５８－７８８８  （ＦＡＸ）０９９－２５０－９３６３ 

 

 

 国土交通省では、毎年９月を「船員労働安全衛生月間」と位置づけ、全国的

に船員の災害防止と安全衛生に対する意識の高揚を図っています。 

本年は、“笑顔待つ 家族に贈ろう無災害”をスローガンに、船員法指定病院 

（いづはら医院）の協力を得て無料健康相談所を開設します。 

【問合せ先】鹿児島運輸支局 船員担当 福田・中尾 ℡ 099-222-5660 



９月２２日（水） 油井豊年踊り    広報せとうち（１４） 
  

加計呂麻地区

～「加計呂麻の子ども達の 豊かな未来のために」～

！スクールバスなどについての話し合いがありました

第２回「加計呂麻地区中学校規模適正化推進委員会」が開催されました
日 時 平成２２年６月２９日（金）午後７時から

場 所 俵中学校体育館

出席者 １６名（欠席７名 ，推進本部事務局部員６名）

第２回の提案事項は…

① スクールバスの整備

「 通学バス運行委員会（仮 』を『 ）

設置し，通学支援を行う」

② 寄宿舎の整備

「統合後必要に応じ，計画的に寄宿舎を整備する」

，「 」 「 」 ， 。今回は主に スクールバスの整備 と 寄宿舎の整備 について 活発な質問や意見がありました

主なものをご紹介します。

このような意見等により 「加計呂麻地区中学校統合準備委員会」を早めに立ち上げ，平成２４年度，

の開校に向け，学校運営に係る諸問題について調査・検討して行きたいと考えています。

なお，統合に向けてのスケジュールは下記のように計画しています。

中学校規模
適正化だより

瀬戸内町中学校規模見直し推進本部

【事務局】教育委員会総務課内
(TEL) ０９９７－７２－０１１３
(FAX) ０９９７－７２－３４３４
(E-meil) info@amami-setouchi.org

第２号(2010.9)

＊専用スクールバスは町の負担が大きいが大丈
夫なのか，出来なければ当然，路線バスを活用
することが最も良い方法だと思うので，運行業
者と協議を行って欲しい。
＊利用者側だけでなく，営業する側から＊専用
スクールバスは町の負担が大きいが大丈夫なの
か，出来なければ当然，路線バスを活用するこ
とが最も良い方法だと思うので，運行業者と協
議を行って欲しい。

＊「寄宿舎」は今のところ考えていないと受け止めてい
ますし，その通りでいいと思います。また，バス通学が
確立すれば，中学生ではそぐわないように思います。
＊町外などから生徒を受け入れるには，魅力があって特
色のある学校を創るという考えがないと，長くは続かな
いと思います。通学に関しても，安全・安心して子ども
達を送迎できる体制を作ることにより，この問題も進ん
で行くのではないかと思います。

平成２４年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

各部会

各学校長

適正化推
進委員

加計呂麻地区中学校規模見直し実施計画

（平成24年）平成２２年度 （平成23年） 平成２３年度

加計呂麻地区中学
校規模適正化推進
委員会

担当委員会等

加計呂麻地区中学
校統合準備委員会

実　　　　　施　　　　　年　　　　　度

・統合協定項目（①新中学校の数及び場所②新設・既存校利用の別
③スクールバスの整備④寄宿舎の整備⑤統合中学校の協定項目
等）

・閉校した中学校の施設，跡地等の転用及び利用に関すること

・校名，校章，校訓，校歌，制服等
の選定に関すること

・教育課程，学校行事及び学級編成に関すること

・通学路，通学方法に関すること

・学校，生徒会，ＰＴＡ，部活動等
の組織に関すること

・学校施設，設備，備品の整備（廃棄）に関す
ること

・学校図書の整理（廃棄）に関すること

・開校記念行事に関すること

・その他統合に関すること

新
　
中
　
学
　
校
　
開
　
校



 

広報せとうち（１５）       ９月２２日（水） 油井豊年踊り 

9月 2010年(平成22年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

29 30 31 1 2 3 4 

 

☆始業式 

☆脳の健康

教室 

☆遊びの広場 

☆男の料理

教室 

 

☆きゅら島タ

ラソ開校式 

 

5 6 7 8 9 10 11 

 

☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

☆元気な笑

顔（阿鉄） 

☆脳の健康

教室 

☆遊びの広場 

☆１歳６箇

月児健診 

☆元気バール 

☆元気な笑

顔（清水） 

☆きゅら島

タラソ 

☆元気な笑

顔（節子） 

☆精神デイ

ケア 

☆でぃ～う

もろー（俵） 

12 13 14 15 16 17 18 

 

☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

☆元気な笑

顔（篠川） 

☆脳の健康

教室 

☆遊びの広場 

☆男の料理

教室 

☆きゅら島

タラソ 

☆青少年育

成の日 

☆親子教室 

☆でぃ～うも

ろー（諸鈍） 

19 20 21 22 23 24 25 
☆家庭の日 敬老の日 

 

☆母子相談 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

☆油井豊年

踊り 

☆脳の健康

教室 

秋分の日 

☆元気パール 

 

☆きゅら島

タラソ 
☆県病院巡回

診療（請・与

路） 

☆精神デイ

ケア 

☆でぃ～うも

ろー（薩川） 

26 27 28 29 30 1 2 

 

☆きゅら島

コツコツ 

☆元気な笑

顔教室 

☆元気な足

腰講座 

☆脳の健康

教室 

☆遊びの広場 

☆６箇月児

健診 

☆きゅら島

夜間 

☆きゅら島

タラソ 

 
○脳の健康教室、遊びの広場、男の料理教室、きゅら島タラソ、コツコツ、夜間,母子相談 

元気な笑顔教室、元気な足腰講座、元気な笑顔、元気バール、各種健診、でぃ～うもろー 

精神デイケア、巡回診療のお問合せは、保健福祉課へ 

○青少年育成の日、家庭の日、油井豊年踊りのお問合せは、社会教育課へ 

○ １９日・２６日は運動会の予定あり、お住まい近くの学校へ問合せ下さい。 

※ 日程は変更される場合があります。ご確認下さい。 

◇ 医療機関・薬局の受診等にあったての留意点 ◇ 
かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは、かかりつけの医師に相談

しましょう。      １０月号へつづく              【保健福祉課】 



 

９月２２日（水） 油井豊年踊り      広報せとうち(１６) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 7月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略） 
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
送
り
す
る
納

付
案
内
書
等
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。
口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、
毎
月
、
納
め
に
行
く
時
間
と

手
間
が
か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。 

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き

落
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
五
十
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
六
か
月
前

納
・一
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。 

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
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℡
０
９
９
７
（
５
２
）４
３
４
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ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

☆ がけ地近接等危険住宅移転事業☆ 

あなたのお住まいは安全ですか！ 

がけ地の崩壊等により、生命に危険をおよ

ぼすおそれのある既存の危険住宅について

は、移転や新たな住宅等に要する費用に対し

て補助金を交付する制度があります。 

詳しくは、土木部建築課観察指導係 

電話 ０９９－２８６－３７３９まで 

 

 

◇ ９月は発達障害福祉月間です！ ◇ 

 知的障害のある人びとが、地域社会の中で

皆様と共に生きる共生社会を実現するため、

９月を福祉月間と定め、障害へのご理解とご

協力をお願いする呼びかけを行っています。 

【テーマ】「障がい者制度改革の行方を探る 

～推進会議の動向をふまえて～」 

【問合せ先】役場保健福祉課 ７２－１０６８ 

 

８
月
号
・
戸
籍
の
窓
・
香
典
返
し
の

合
計
金
額
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

正 

２
４
０
，
０
０
０
円 

誤 

２
４
，
０
０
０
円 



 

広報せとうち（１７）   ９月２２日（水） 油井豊年踊り 

～
看
板
に
一
見
の
価
値
あ
り
～ 

 

７
月
１０
日
、
勝
浦
集
落
（
里

山
純
高
区
長
）
の
公
民
館
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
里
山
区

長
は
、
「
平
成
１４
年
に
町
へ
新

公
民
館
建
設
の
要
望
を
行
い
、

１７
年
か
ら
積
立
を
開
始
、
２１

年
に
建
設
の
採
択
が
お
り
、
２２

年
１
月
着
工
と
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
説
明
。
５
年
間
に
渡
る
町

内
外
か
ら
の
寄
付
に
感
謝
し
、

大
事
に
使
い
た
い
。」と
述
べ
ま

し
た
。
公
民
館
の
屋
上
に
は
、

太
陽
光
発
電
を
設
置
、
町
の
観

光
大
使
で
勝
浦
出
身
の
母
を
持

つ
、
山
口
智
充
さ
ん
が
手
書
き

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
看
板
は
一
見

の
価
値
あ
り
で
す
。 

      

～

日

本

で

初

め

て

～ 

７
月
７
日
、
奄
美
サ
ウ
ス
シ

ー
＆
マ
ベ
パ
ー
ル
（
安
樂
昌
大

社
長
）
の
真
珠
の
宝
飾
品
が
、

台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
で
展

示
、
博
物
院
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
、
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。
安
樂
社
長
は
、「
㈱
ソ
ー

ラ
ー
ミ
ラ
ー
と
㈱
ス
ズ
キ
工
芸

の
３
社
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
話
が
進
み
、
６
月
に
正
式

契
約
、
８
月
１１
日
か
ら
院
内
の

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
予
定
、
日
本

企
業
の
製
品
が
並
ぶ
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
、
世
界
へ
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

       

～
加
計
呂
麻
の
待
合
所
に
～ 

７
月
７
日
、
奄
美
市
の
オ
ー

シ
ャ
ン
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
㈱

（
尾
崎
英
哉
社
長
）
が
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
を
寄
贈
す
る
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
社
は
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
方
式
で
の
通
信
網
普

及
を
図
る
た
め
、
加
計
呂
麻
の

２
待
合
所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

町
長
室
と
瀬
相
待
合
所
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
で
結
ぶ
実
演

が
あ
り
、
整
備
状
況
を
確
認
、

民
宿
「
し
び
ら
ん
か
」
を
営
む

柳
沢
さ
ん
は
、「
予
約
客
と
電
話

で
や
り
取
り
で
き
、
処
理
速
度

も
速
く
な
っ
た
」
と
、
利
便
性

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

      

～
重
厚
な
歌
声
に
聞
き
惚
れ
る
～ 

７
月
７
日
、
篠
川
小
中
学
校

（
吉
田
正
校
長
）
で
合
同
音
楽

授
業
の
一
環
と
し
て
、
男
性
合

唱
団
「
オ
ッ
ト
ン
・
メ
ン
タ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
巡
回
演
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
オ
ッ
ト
ン
」

は
、
島
に
生
息
す
る
オ
ッ
ト
ン

蛙
と
４
人
の
平
均
年
齢
６５
歳

の
ロ
ー
ト
ル
お
や
じ
を
か
け
て

付
け
た
そ
う
で
す
。
メ
ン
バ
ー

４
人
は
合
唱
経
験
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
違
う
音
域
で
歌
い
、
そ

れ
が
重
な
り
合
い
、
１
つ
の
重

厚
な
歌
声
と
な
っ
て
１８
名
の

児
童
生
徒
や
保
護
者
等
の
心
を

掴
ん
で
い
ま
し
た
。 

       

～
舟
こ
ぎ
競
争
優
勝
チ
ー
ム
～ 

み

な

と

祭

り

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

勝

浦

公

民

館

落

成

式

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

男

性

合

唱

団

の

活

躍

で

ま

ち

づ

く

り

を 

瀬
戸
内
産
真
珠
が
世
界
へ

ク

 
 

チ

 

Ｌ

Ａ

Ｎ

機

器

寄

贈

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

古小６年タイガー＆ラビット 須子茂レディース 清水子ども会 



 

９月２２日（水） 油井豊年踊り  広報せとうち（１８） 

～
夢

は

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

選

手

～ 

６
月
２６
日
、
鹿
児
島
ア
リ

ー
ナ
武
道
場
で
、
第
５
回
県

下
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

（

鹿
児
島
県
柔
道
会
主

催
）
が
行
わ
れ
、
４
年
生
４０

㌔
超
級
で
実
練
真（
古
仁
屋
）

君
が
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
県
内
の
小
学
４
年
～

６
年
生
男
女
約
３
０
０
人
が

参
加
。
瀬
戸
内
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
阿
部
光
明
監
督

は
「
同
少
年
団
で
初
の
県
大

会
優
勝
者
。
他
の
子
供
た
ち

に
と
っ
て
も
い
い
刺
激
に
な

る
。
次
も
優
勝
を
目
指
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

      

～
渡
連
海
岸
へ
集
合
だ
～ 

７
月
１８
日
、
加
計
呂
麻
島

の
渡
連
海
岸
で
マ
リ
ン
フ
ェ

ス
タ
ｉ
ｎ
加
計
呂
麻
（
加
計

呂
麻
地
域
塾
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
８
回

目
を
迎
え
、
夏
の
始
ま
り
を

告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た

フ
ェ
ス
タ
に
、
約
３
５
０
人

が
会
場
に
訪
れ
、
バ
ナ
ナ
ボ

ー
ト
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
の
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
大
会
も
行
わ
れ
、
１４
チ
ー

ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

水水のトトララブブルルすぐに解解決決！！  
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店 

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃 

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表: 重 村 太 三 

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４ 

編 集 後 記 
 ７月２日、古仁屋貸切船組合待合所で、瀬

戸内消防分署による救命講習がおこなわれ

心肺蘇生法やＡＥＤの操作等実践していま

した。貸切船の船長は、操船するだけでは

なく、乗客の身の安全を図ることが重要で

す。もしもの事を想定し、講習会を開いた

古仁屋貸切船組合の取り組みと、参加した

船長方を見た時、海の安全を確信しました。 

歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  

９月１４日は黒まぐろづくし 

ヘルシー御膳（要予約） ￥１，０５０ 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日 ℡72-2276 fax 72-1708 

民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人）  
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★ 太陽光システムには１０年間の保証付き 

★ 余力電力は売電できます 

★ 今なら国からの補助金も！ 

料金シュミレーション等 

お気軽にお問合せ下さい 

(有)ニシナ電器 代表 仁科 昇 

℡ ７２－０７７４ 

 
 
 
☆忙 し く て 時 間 の な い 方 
☆高 齢 のため掃 除 が大 変 な方  
☆お 体 が 不 自 由 な 方  
☆遠 方 に お ら れ る 方  
各コースあります。お気軽にお問合せください  
 
 

 

 

 

 

 

作 業 前 

 

 

 

 

 

作 業 後 

真 心 こめて御 奉 仕 いたします 
お 墓 参 り 代 行 ・ 清 掃 サ ー ビ ス 

(有)瀬戸内清掃  ℡ 72-3714 （fax 兼） 


